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　各庁舎、こすもす館のテレビで、議会中継を

行っています。インターネットでも視聴できます。

みやき町議会中継 検索

議員の横顔議員の横顔
左から　牟田秀文左から　牟田秀文��議員議員、古賀　通、古賀　通��議員議員、平野達矢、平野達矢��議員議員、、

（最終ページに表紙議員の一問一答を載せています）（最終ページに表紙議員の一問一答を載せています）
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例
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は
２
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ら
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日
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で
行
わ
れ
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条
例
改
正
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予
算
案
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ど
を
審
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い
ず
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決
・
同
意
し
ま
し
た
。
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

条例制定

条例制定

条例制定

条例改正

条例改正

条例改正

多世代交流センター
条例の制定

持丸古民家条例の制定
持丸農園条例の制定

北茂安B&G海洋
センター条例の制定

国民健康保険条例の一部を改正

機構改革に伴う
関係条例の整理

職員の給与に関する
条例の一部を改正

　子どもから高齢者まで､ 多世代の
町民相互の交流活動及び子どもの健
全な成長を促進する事業を行うため
の施設を設置するもの。

　住民の生きがいづくりや交流､ 観
光､ 学習の場として古民家や農園を
活用することを目的として､ 設置す
るもの。

Ｂ＆Ｇ海洋センター施設の目的を､
町民の生活習慣に対する意識を高め、
体力向上及び健康の維持増進を図る
健康増進施設に改め､ その所管をメ
ディカルコミュニティ推進課にする
もの。

　健康保険法施行令等の一部が改正されたことに伴い、国民健康保険の出産育児一時金
を８万円増額するもの。
　　　　　　 出産育児一時金　  　　＋　  　産科医療補償制度掛金　＝　支給総額

　４月に実施する機構改革に伴い､ 条例中
の関係課の名称を変更するもの。 
・総務課選挙･防災担当と国土調査室を統合

　⇒防災安全課を設置 
・総合政策課と総務課庶務･人事担当を統合

　⇒総務課に再編 
・住民窓口課､ 環境福祉課､ 子ども未来課

の３課⇒住民環境課と子育て福祉課の２
課に再編 

・B&G海洋センターの管理･運営を、教育
委員会⇒メディカルコミュニティ推進課
に移管

　新たに７等級の導入と、役職名の呼称を
一般的に使用されている分かりやすい名称
へ変更する改正。
・７級：困難な業務を分掌する部長の職務

を追加
・「専門主査」を「係長」に改正し、役職名

に「課長補佐」を追加

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成
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条例改正

訴えの提起

管理者指定

諮問
特定教育・保育施設及び
特定地域型保育事業、
家庭的保育事業等、
放課後児童健全育成事業の
設備や運営の基準を改正

訴えの提起
（町営住宅賃料請求事件）

町営住宅等の
指定管理者の指定

人権擁護委員候補者の
推薦

　民法等の改正に伴う関係条例の改正
・児童虐待を正当化する口実に利用されて

いるとの指摘があった親権者の「懲戒権」
の規定を削除

・乳幼児の活動等のために自動車を運行す
るときの点呼と所在確認の義務を新設

・送迎自動車にブザー等の見落とし防止装
置を備える義務と所在確認の義務を新設

　町営住宅の賃料を長期滞納している２者
に、みやき町が支払いの訴えを佐賀地方裁
判所に起こすことに、議会の議決を求める
もの。

　令和５年度から令和９年度までの町営住
宅（北浦団地、第２北浦団地、石貝団地、
新町団地、東寒水団地、天建寺団地の６施設）
の指定管理事業者を、大字簑原の株式会社
九州PFIクリエイトに定めることに、議会
の議決を求めるもの。

　委員の任期が令和５年６月30日で満了す
るため、再任することに議会の意見を求め
るもの。

鶴
つる

　貴
あつ

子
こ

　氏（白石区）

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

令和４年度みやき町一般会計補正予算（第９号）　 全員賛成

　1億3,309万3千円を減額し、予算の総額を歳入歳出それぞれ164億1,698万5千円とする。

令和４年度みやき町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）　 全員賛成

　714万5千円を減額し、予算の総額を歳入歳出それぞれ38億6,683万円とする。

令和４年度みやき町下水道事業特別会計補正予算（第４号）　 全員賛成

　537万4千円を追加し、予算の総額を歳入歳出それぞれ20億9,961万5千円とする。

令和４年度みやき町工業用地取得造成事業特別会計補正予算（第２号）　 全員賛成

　67万1千円を減額し、予算の総額を歳入歳出それぞれ8,540万3千円とする。

令和４年度みやき町グリーンパーク推進整備事業基金特別会計補正予算（第２号）　 全員賛成

　1,494万8千円を減額し、予算の総額を歳入歳出それぞれ1億3,242万7千円とする。

令和４年度みやき町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）　 全員賛成

　784万3千円を追加し、予算の総額を歳入歳出それぞれ4億7,806万8千円とする。

令和４年度みやき町住宅用地取得造成事業特別会計補正予算（第２号）　 全員賛成

　1,503万2千円を追加し、予算の総額を歳入歳出それぞれ2,478万5千円とする。

令和４年度みやき町ふるさと寄附金基金特別会計補正予算（第５号）　 全員賛成

　1億5,296万7千円を減額し、予算の総額を歳入歳出それぞれ65億4,093万円とする。

補正予算

定
例
会
・
補
正
予
算
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カッコ内は対前年比（ポイント増減）

町民１人当たりの予算額
（全会計予算総額÷年度末人口）

約104万円 約109万円 約－５万円

◆令和５年度　全会計予算
会計の名前 令和５年度 令和４年度 増減額

全 会 計 予 算 総 額 265億7,388万7千円 279億6,995万2千円 -13億9,606万5千円
一般会計 147億7,294万2千円 151億7,991万6千円 -4億697万4千円
国民健康保険特別会計 37億2,842万7千円 37億6,899万9千円 -4,057万2千円
後期高齢者医療特別会計 4億9,941万4千円 4億6,757万5千円 3,183万9千円
下水道事業特別会計 12億885万1千円 20億8,486万2千円 -8億7,601万1千円
工業用地取得造成事業特別会計 7,144万8千円 8,567万7千円 -1,422万9千円
グリーンパーク推進整備事業基金特別会計 4,246万6千円 7,237万5千円 -2,990万9千円
住宅用地取得造成事業特別会計 339万1千円 373万1千円 -34万円
ふるさと寄附金基金特別会計 62億4,694万8千円 63億681万7千円 -5,986万9千円

《前年度と比較して  －4億697万4千円》

令和５年度予算が　成立しました！

◆ 一般会計　歳入予算の内訳 注）表示単位未満を四捨五入しているため各項目の合計額が
　　一致しないことがあります。

約41％約59％
町民税や施設使用料など、
町が直接集める収入

町民税、固定資産税、

軽自動車税、町たばこ税

他の特別会計や
基金（貯金）から
一般会計に繰り入れる
もの
ふるさと寄附金特別会
計繰入金は
ここに含まれる

施設の使用料、
税証明手数料、
ごみ袋代など地方によって財力に偏りがないよう

人口規模や災害などの事情に応じて
国から配分されるお金

特定の施策の奨励や
財政援助のために、
国や県が町に支出
するお金

国や県が法令に基づいて
地方に交付するお金

国や県から交付されたり、
分配されたりして得る収入

町税
28億６万８千円
　　19.0%（+3.9％）

交付金等
８億1,531万１千円
5.5%（+11.0％）

地方債
５億223万５千円
3.4%（-54.0％）

国・県支出金
32億6,041万１千円

22.1%（-4.9％）

依存財源
59.0%
(-3.1%)

自主財源
41.1%  

（+3.2％）繰入金
23億1,117万３千円
15.6%（+4.8％）

その他
８億5,374万４千円
5.8%（+14.4％）地方交付税　41億3,000万円

28.0%（-1.2％）

歳　入
147億7,294万2千円

繰越金　１億円
0.7%（0.0％）

町の借金

当
初
予
算



−5−

一般会計予算　 147億7,294万2千円　　　《前年度と比較して  －4億697万4千円》

令和５年度予算が　成立しました！

◆ 一般会計　歳出予算の内訳 注）表示単位未満を四捨五入しているため各項目の合計額が
　　一致しないことがあります。

議会費
　１億2,505万３千円
　　0.8%（+7.5％）

総務費
14億4,673万４千円
9.8%（-5.5％）

民生費
54億5,107万９千円
36.9%（-1.8％）

衛生費
15億9,236万９千円

　　10.8%（+18.8％）農林水産業費
５億9,701万５千円
4.0%（+46.1％）

土木費
18億8,398万２千円
12.8%（-25.0％）

消防費
５億1,865万５千円
3.5%（+0.9％）

教育費
11億1,227万１千円
7.5%（-10.8％）

公債費　
16億6,729万６千円

11.3%（-0.4％）

その他
３億7,848万８千円
 2.6%（+31.5％）

歳　出
147億7,294万2千円

財産管理、情報管理、

交通安全、防犯など

社会福祉、老人福祉、

障害者福祉、児童福祉

に関すること

（健康づくり、介護予防、

医療費助成、子育て支

援など）

検診、予防接種、

ごみ処理など

道路、河川、公園、

空き家対策など

小中学校、

体育施設、

図書館、

公民館など

商工・観光、

積立金など

借入金の返済など

カッコ内は対前年比（ポイント増減）

当
初
予
算
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令和５年度予算を審査しました！

町民の安全安心をさらに‼

総務文教常任委員会

○防犯灯設置に　　300万円

○防犯カメラ設置に　184万8千円
　（通学路等）

○交通安全施設（カーブミラー等）に

　1,285万円

○鳥栖三養基地区消防の負担金
� ３億7,585万４千円
○佐賀県防災ヘリの負担金　　　

○みやき町消防団の整備運営等に� 7,626万円　　

○消火栓の整備改修に� 1,445万円　　

○ＩCT機器整備に　　　2,576万円

○夢の教室事業に　　　120万１千円

○小中学校の特別支援学級の支援に　　　3,828万８千円
　（支援員22名配置）

学
校
教
育
に
も
‼

当
初
予
算
審
査
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インフラ整備も着々と‼

生活支援を

充実します

産業建設常任委員会

○みやきｐａｙ利活用事業　　6,240万８千円

○下水道事業　北茂安　処理区　１億2,500万円

　　　　　　　中　原　処理区　１億2,500万円

　　　　　　　三　根　処理区�　8,566万５千円

○高齢者等タクシー助成　　1,935万円
　500円券×72枚（1年間1人当たり）

○地区公園の遊具を修繕します
　1,068万７千円

○『さが園芸生産

　888億円推進事業』
　の補助金

　2億274万７千円

○定住促進

　空き家を再生しませんか
　（一戸上限�50万円）

　1,678万４千円

新
規
就
農
や

　
規
模
拡
大
に

　
　
補
助
し
ま
す

定額チャージに

プレミアム分を付加

１口5, 000円で5,500円分の買い物ができる

（10%割り増し）
5,000円 500円

土・日・祭日も

フルタイムＯＫ‼

みやき町デザインマンホール

当
初
予
算
審
査
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民生福祉常任委員会

○子ども第三の居場所事業

　1,417万３千円

○保育所等施設整備補助金

　約３億4,147万７千円

「家でも学校でもない居場所」

を設け、困難を抱える子ども

を支援する

現施設は令和5年度末をもって

供用終了となります

中原幼稚園が認定こども園

（幼保連携型）に

ボランティアセンター敷地内に増設

鳥栖市内に建設中の新しいごみ処理施設

新しいごみ処理施設を建設しています

さらなる保育環境整備に

○新施設
　佐賀県東部環境施設組合負担金

� ２億9,233万8千円
○現施設（香田地区）
　鳥栖・三養基西部環境施設組合負担金

� ２億4,695万円

その他の主な事業

○健幸大学事業 443万円

○移動販売事業（買い物支援） 823万円

○出産子育て応援事業 2,847万円
　・出産応援ギフト⇒妊婦に５万円支給
　・子育て応援ギフト⇒子ども一人に５万円支給

○出生祝金支給事業 1,374万円

○健康づくり支援事業 1,890万円

○山田地区ひまわり園等 377万円

※万円未満は四捨五入して表示しています

当
初
予
算
審
査
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ふるさと寄附金事業特別委員会

○まちづくりのためのアイディアを

　広く募り実施する事業　　1,000万円

○地区安全安心いきいき特別交付金　　１億7,300万円

○学校給食費補助金　　5,022万７千円

みやき町の未来につながる町全体の

活性化・魅力あるまちづくりのため

事業を厳選して有効活用します

各地区に、大木除去や防犯灯、カーブミラーなど、

早急に対応しなければならない事業に使ってもらうために‼

給食費補助で子育て世代の経済的負担を軽減して

安心子育て、定住促進に寄与するため

アイディア
募集

令和５年４月、2か所の認定こども園が開園！
は
な
の
や
ま
こ
ど
も
え
ん

ま
つ
わ
か
幼
稚
園

電子黒板でLet́s　English

絵本の部屋

広い保育室　

園舎外観

当
初
予
算
審
査
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一般質問とは、定例会において議員が町の行財政全般について、町と政策討論するものです。
令和５年第１回定例会の一般質問は10人が行いました。
各議員のページには、『ＱＲコード』と『ＳＤＧｓの17目標のロゴマーク』を掲載しています。
ＱＲコードからは録画映像をご覧いただけますので是非ご利用ください。　（掲載は登壇順）

町政を問う町政を問う一般質問一般質問

P15 P14 P13 P12 P11

少
年
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
　

育
成

Ｄ
Ｘ
推
進

県
立
大
学
の

　
　
　

誘
致

豆
津
橋
の

　

４
車
線
化

移
動
販
売

P20 P19 P18 P17 P16

小
児
科
の
誘
致

合
併
18
年
間
の

　

検
証
と
今
後

紙
資
源
の
回
収

令
和
５
年
度

　

重
点
施
策

学
校
施
設

老
朽
化
対
策

皆さんの関心のある
テーマは　どの項目
ですか？

全
国
町
村
議
会
議
長
会
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た

全
国
町
村
議
会
議
長
会
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た

特
別
表
彰

特
別
表
彰

自
治
功
労
者
表
彰

自
治
功
労
者
表
彰

　
岡
議
長
は
、
町
議
会
議
員

と
し
て
議
会
運
営
及
び
地
域

の
振
興
発
展
に
特
に
顕
著
な

功
績
の
あ
っ
た
者
と
し
て
、

佐
賀
県
町
村
議
会
議
長
会
の

推
薦
を
受
け
、
受
章
さ
れ
ま

し
た
。

　
宮
原
議
員
は
、
町
議
会

議
員
と
し
て
27
年
以
上
在

籍
し
、
地
域
の
振
興
発
展

及
び
住
民
福
祉
の
向
上
に

尽
力
し
た
と
し
て
、
自
治

功
労
者
表
彰
を
受
け
ま
し

た
。

　
岡
　
広
明 

議
長
、
宮
原 

宏
典 

議
員
が
、
全
国
町
村
議
会
議
長
会

か
ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

全国町村議会議長会表彰伝達式（右が岡議長）

一
般
質
問
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問　

移
動
販
売
に
つ
い

て
は
、
令
和
４
年
７
月

よ
り
事
業
を
開
始
し
、

ル
ー
ト
変
更
等
の
改
良

を
行
い
月
平
均
５
９
５

人
、
81
万
７
千
円
、
売

り
上
げ
・
利
用
者
数
と

も
に
上
昇
傾
向
に
あ
っ

た
と
聞
い
て
い
た
の

に
、
突
然
の
移
動
販
売

の
中
止
の
説
明
が
さ
れ

た
が
、
そ
の
原
因
は
。

答　

令
和
５
年
１
月
20

日
に
委
託
先
の
会
社
よ

り
親
会
社
の
通
販
部
門

の
不
振
の
影
響
で
本
事

業
の
継
続
が
困
難
と
な

っ
た
と
唐
突
に
告
げ
ら

れ
、
事
業
継
続
の
協
議

を
重
ね
た
が
１
月
31
日

付
け
で
中
止
す
る
旨
の

書
面
が
提
出
さ
れ
た
。

問　

買
物
支
援
等
有
効

な
事
業
で
あ
っ
た
が
、

移
動
販
売
事
業
を
今
後

ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い

く
の
か
。
早
急
な
る
対

移
動
販
売
の
中
止
に
伴
う
今
後
の
対
応
は

新
た
に
契
約
を
行
い
令
和
５
年
３
月
13
日
よ
り
再
開
す
る

問答

牟
む

田
た

　秀
ひで

文
ふみ

 議員

問　

先
生
が
抜
け
ら
れ

た
後
の
影
響
、
及
び
先

生
の
継
続
は
で
き
な
い

の
か
。

答　

当
初
か
ら
３
年
間

と
の
約
束
で
あ
り
、
将

来
を
描
か
れ
て
い
る
と

思
い
尊
重
し
た
。

問　

今
後
ど
の
よ
う
に

し
て
町
全
体
の
ス
ポ
ー

ツ
振
興
と
女
子
サ
ッ
カ

ー
で
の
ま
ち
お
こ
し
を

し
て
い
こ
う
と
し
て
い

る
の
か
。

答　

５
年
以
内
に
「
九

州
リ
ー
グ
」「
な
で
し
こ

リ
ー
グ
」へ
の
参
戦
を
目

指
し
て
い
る
。ま
た
、地
域

活
性
化
起
業
人
と
し
て

勤
務
予
定
の
方
は
、
こ

れ
ま
で
女
子
サ
ッ
カ
ー

チ
ー
ム
と
地
域
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
に
精

通
し
て
お
ら
れ
、み
や
き

町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
は

も
と
よ
り
ま
ち
お
こ
し

に
優
れ
た
人
材
で
あ
る
。

ッ
カ
ー
協
会
副
会
長
と

し
て
広
い
視
野
を
お
持

ち
で
、
選
手
に
は
こ
の

実
績
と
広
い
視
野
で
指

導
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
ま
ち
お
こ
し
に
つ

い
て
は
多
目
的
人
工
芝

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
整
備

し
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る

継
続
的
な
ま
ち
づ
く

り
・
地
域
活
性
化
の
促

進
を
図
り
た
い
。

後
の
成
果
を
図
っ
て
い

く
と
町
長
が
断
言
さ
れ

て
い
た
が
、
牽
引
者
と

し
て
佐
賀
県
よ
り
教
員

で
佐
賀
サ
ッ
カ
ー
協
会

の
役
員
の
方
を
わ
ざ
わ

ざ
派
遣
し
て
も
ら
っ
て

い
た
。
４
月
よ
り
県
に

帰
ら
れ
る
と
聞
く
が
、

岡
町
長
は
前
町
長
か
ら

引
き
継
が
れ
た
後
、
県

か
ら
来
て
い
た
だ
い
た

専
門
の
先
生
に
ど
の
よ

う
な
女
子
サ
ッ
カ
ー
選

手
育
成
と
、
ま
ち
お
こ

し
を
考
え
ら
れ
て
い
た

の
か
。

答　

先
生
は
高
校
で

サ
ッ
カ
ー
部
顧
問
を
歴

任
し
、
ま
た
佐
賀
県
サ

策
は
。

答　

今
後
に
つ
い
て
は
、

現
委
託
先
従
業
員
２
名

様
か
ら
、
個
人
事
業
主

と
し
て
事
業
継
続
の
申

し
出
が
あ
っ
た
。
２
名

様
は
利
用
者
か
ら
の
信

頼
も
厚
く
、
新
た
に
契

約
を
行
い
、
令
和
５
年

３
月
13
日
よ
り
再
開
す

る
こ
と
と
な
り
、
新
年

度
は
地
域
の
声
や
意
見

を
反
映
し
販
売
箇
所
数

を
増
や
し
て
い
き
た
い
。

女
子
サ
ッ
カ
ー
推
進
室

の
体
制

問　

み
や
き
な
で
し
こ

ク
ラ
ブ
を
設
立
し
、
女

子
サ
ッ
カ
ー
で
町
の
今

移動販売の様子

サッカー練習風景

一
般
質
問

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
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問　

昨
年
12
月
定
例

会
で
、
こ
の
項
に
つ
い

て
質
問
し
た
お
り
、
町

長
は
１
日
も
早
く
し
っ

か
り
し
た
勉
強
会
・
協

議
会
及
び
期
成
会
等
を

組
織
化
し
て
要
望
活
動

を
行
っ
て
い
き
た
い
と

答
弁
さ
れ
た
が
、
い
ま

だ
も
っ
て
議
会
に
は
何

の
説
明
も
あ
っ
て
い
な

い
。
一
体
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

答　

久
留
米
市
か
ら

は
筑
後
川
に
は
何
本
も

の
橋
が
あ
り
老
朽
化
し

た
も
の
か
ら
架
け
替
え

工
事
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
ま
た
、
道
路
の
バ

イ
パ
ス
工
事
も
行
っ
て

い
る
為
、
現
時
点
で
豆

津
橋
の
４
車
線
化
の
優

先
順
位
は
低
い
と
考
え

て
お
り
、近
い
う
ち
で
の

協
議
会
設
置
は
難
し
い

と
の
回
答
で
あ
っ
た
。

問　

久
留
米
市
の
課
題

も
多
く
あ
る
と
理
解
す

る
が
、
先
方
の
こ
と
ば

か
り
考
え
て
は
、
み
や

き
町
の
思
い
は
い
つ
ま

で
た
っ
て
も
成
就
し
な

い
。
強
力
に
要
望
す
べ

き
だ
。
地
元
の
熱
意
を

伝
え
る
べ
き
で
あ
る
。

答　

久
留
米
市
側
の
市

議
団
と
も
パ
イ
プ
を
強

め
て
お
り
次
の
ス
テ
ッ

プ
に
向
け
て
し
っ
か
り

し
た
準
備
が
必
要
と
感

い
す
る
と
言
っ
て
い
る

が
、
こ
の
道
路
こ
そ
ハ

ー
ド
ル
が
高
い
と
思
う

が
。

答　

こ
の
縦
に
つ
ら
な

る
道
路
は
、
町
に
と
っ

て
は
必
要
だ
と
考
え
て

い
る
。
北
か
ら
福
岡
都

市
圏
の
玄
関
口
と
し
て

縦
の
一
本
の
道
路
を
整

備
す
る
こ
と
は
重
要
と

考
え
て
い
る
。

豆
津
橋
の
４
車
線
化
を
早
急
に

渋
滞
緩
和
以
外
の
事
業
効
果
に
つ
い
て

　
　
　
　

検
証
等
の
勉
強
会
を
し
た
い

問答

園
その

田
だ

　邦
くに

広
ひろ

 議員

付
税
措
置
が
講
じ
ら
れ

る
の
か
。

答　

現
在
で
は
算
定
結

果
は
出
て
い
な
い
。
今

年
の
８
月
頃
に
決
定
さ

れ
る
と
思
っ
て
い
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

加
入
促
進
に
つ
い
て

じ
て
い
る
。

問　

町
の
北
側
に
当

た
る
七
曲
峠
の
整
備
に

つ
い
て
福
岡
県
に
お
願豆津橋の下部工部分

みやき町・佐賀県・全国の交付状況

みやき町の北側の道路、右折す
れば七曲峠、左が町道丸山線

問　

昨
年
９
月
の
質
問

で
交
付
率
を
お
伺
い
し

た
と
こ
ろ
７
月
末
時
点

で
42
・
65
％
と
の
回
答

で
あ
っ
た
。
加
入
促
進

に
取
り
組
ま
れ
て
き
た

現
在
、
ど
の
程
度
の
交

付
率
に
な
っ
て
い
る
の

か
。

答　

２
月
末
で
交
付
率

は
71
・
６
％
、
県
内
20

市
町
中
７
位
と
な
っ
て

い
る
。

問　

交
付
率
に
よ
っ
て

普
通
交
付
税
に
反
映
さ

せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

た
が
、
ど
の
程
度
の
交

みやき町
（25,823人）

佐賀県
(812,193人)

全国
(125,927,902人)

全国順位
(1,741中)

県内順位
(20市町中)

集計日 申請率 交付率 申請率 交付率 申請率 交付率 交付率 交付率
7月末 44.01 42.3 49.29 45.8 49.91 45.9 871位 16位

12月末 69.84 62.7 69.45 61.2 66.39 57.1 306位 7位
1月末 73.82 66.4 72.53 64.6 69.43 60.1 310位 8位
2月末 77.57 71.6 75.89 68.6 72.55 63.5 242位 7位

一
般
質
問

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
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み
や
き
町
職
員
と
教
員

の
健
康
管
理

古
こ

賀
が

　　通
とおる

 議員

問　

昨
年
の
県
知
事
選

挙
で
「
佐
賀
県
立
大
学

を
創
設
す
る
」
と
の
公

約
で
現
職
の
山
口
祥
義

氏
が
当
選
さ
れ
た
。
当

然
基
本
構
想
か
ら
県
議

会
の
審
議
を
経
て
具
体

的
な
計
画
へ
の
プ
ロ
セ

ス
と
予
想
す
る
が
、
こ

の
構
想
に
県
内
の
13
市

町
は
誘
致
を
表
明
し
た
。

み
や
き
町
は
検
討
中
と

の
回
答
だ
が
今
後
ど
う

さ
れ
る
の
か
。
お
伺
い

す
る
。

答　

佐
賀
県
は
、
大
学

教
育
の
充
実
を
図
る
と

と
も
に
、
Ｉ
Ｔ
を
活
用

し
、
経
営
的
視
点
を
持

っ
た
地
域
産
業
を
担
う

実
践
的
中
核
人
材
の
育

成
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
佐
賀
県
立
大
学
の

設
置
に
向
け
た
取
り
組

み
を
進
め
ら
れ
て
い
る
。

佐
賀
県
が
示
さ
れ
る
基

本
構
想
及
び
佐
賀
県
議

会
の
審
議
を
注
視
し
て

い
く
。

問　

県
内
の
大
学
生

は
卒
業
者
の
70
％
が
県

外
、
30
％
が
県
内
へ
就

職
と
の
調
査
が
あ
る
。

大
学
卒
業
者
が
県
内
に

就
職
で
き
る
企
業
が
無

い
こ
と
で
あ
り
、
企
業

誘
致
と
大
学
の
両
面
で

人
口
流
出
を
防
ぐ
の
が

最
優
先
と
思
う
。
要
は

学
生
の
出
口
と
受
け
皿

の
環
境
づ
く
り
が
重
要

だ
。

答　

定
住
対
策
事
業
の

一
環
と
し
て
雇
用
の
場

を
確
保
す
る
た
め
に
企

業
誘
致
や
工
業
団
地
開

発
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
県
立
大
学

が
本
町
に
設
置
さ
れ
た

場
合
、
産
学
官
の
連
携

を
図
る
こ
と
が
で
き
る

千
載
一
遇
の
機
会
で
あ

問　

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大

で
人
間
関
係
が
薄
く
な

り
孤
独
な
関
係
な
ど
と

呼
ば
れ
て
い
る
。
人
と

は
触
れ
な
い
、
話
さ
な

い
、
マ
ス
ク
で
誰
か
判

ら
な
い
な
ど
社
会
生
活

が
ひ
ず
み
、
心
の
病
や

病
気
が
多
発
、
職
員
は

住
民
と
、
先
生
は
生
徒

と
交
流
会
話
が
大
切
で

あ
り
、
最
近
こ
れ
ら
に

変
化
は
な
い
の
か
質
問

す
る
。

県
立
大
学
創
設
の
誘
致
を
ど
う
判
断
す
る

佐
賀
県
の
情
勢
を
見
極
め
な
が
ら
誘
致
を
し
た
い

問答

答　

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ

ク
の
結
果
に
基
づ
く
高

ス
ト
レ
ス
者
に
は
、
産

業
医
に
よ
る
相
談
、
共

済
組
合
の
事
業
で
心
理

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る

電
話
相
談
な
ど
、
職
員

の
健
康
管
理
・
健
康
増

進
に
努
め
て
い
る
。

　

学
校
で
は
育
児
休
業

８
名
、
コ
ロ
ナ
休
暇
51

名
、
長
時
間
勤
務
是
正

に
取
り
組
む
た
め
働
き

方
改
革
と
メ
ン
タ
ル
チ

ェ
ッ
ク
も
教
職
員
全
員

行
っ
て
い
る
。

　

町
職
員
は
次
表
の
と

お
り
。

年
度

病
休
内
コ
ロ
ナ

Ｒ
３

44
名

５
名

Ｒ
４

87
名

78
名

　佐賀県議会

職員健康診断会場

る
。
誘
致
要
望
書
の
提

出
を
考
え
て
い
る
。

一
般
質
問

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
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問　

Ｄ
Ｘ
推
進
の
進
行

状
況
は
。

答　

本
町
の
Ｄ
Ｘ
推
進

は
、
第
三
次
み
や
き
町

総
合
計
画
の
ま
ち
づ
く

り
の
基
本
理
念
「
未
来

に
躍
動
す
る
共
感
・
協

働
の
ま
ち
」
に
沿
っ
た

も
の
と
し
、
み
や
き
町

Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
の
策
定

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

み
や
き
町
Ｄ
Ｘ
は
、

町
の
あ
り
た
い
姿
の
実

現
に
向
け
て
、
あ
ら
ゆ

る
分
野
に
お
い
て
デ
ジ

タ
ル
を
有
効
活
用
し
、

地
域
課
題
の
解
決
や
新

た
な
価
値
の
創
出
を
目

指
し
て
い
る
。

　

今
年
度
の
Ｄ
Ｘ
関
連

の
取
り
組
み
状
況
と
し

て
、
統
合
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の

導
入
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
住
民
公
開
型
Ｇ
Ｉ

Ｓ
で
施
設
情
報
や
避
難

所
等
の
公
開
を
開
始
し

た
。

　

今
後
も
掲
載
内
容
の

拡
充
を
進
め
、
本
シ
ス

テ
ム
を
通
じ
て
住
民
や

幹
部
職
員
ま
で
全
職
員

の
様
々
な
職
種
・
業
務

に
お
い
て
必
要
と
な
る

ス
キ
ル
だ
と
考
え
、
Ｄ

Ｘ
推
進
計
画
の
策
定
に

は
、
自
分
か
ら
計
画
に

携
わ
り
た
い
と
い
う
有

志
を
集
め
、
共
感
・
協

働
の
ま
ち
に
沿
っ
た
Ｄ

Ｘ
推
進
の
職
員
意
識
づ

け
と
意
識
改
革
を
図
っ

て
い
る
。

地
域
の
事
業
者
へ
の
有

用
な
地
図
情
報
・
デ
ー

タ
の
公
開
を
進
め
、
災

害
対
応
時
の
情
報
共
有

ツ
ー
ル
と
し
て
の
活
用

な
ど
各
種
業
務
の
効
率

化
を
図
る
ほ
か
住
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
と
な
る

よ
う
努
め
て
い
く
。

　

職
員
に
お
い
て
は
、

総
合
計
画
の
目
指
す
町

の
方
向
性
を
Ｄ
Ｘ
に
よ

り
加
速
で
き
る
よ
う
、

Ｄ
Ｘ
の
研
修
や
資
格
等

の
取
得
推
進
を
行
い
、

職
員
全
体
の
人
材
育
成

の
推
進
に
取
り
組
む
。

問　

Ｄ
Ｘ
推
進
の
住
民

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
を

さ
れ
て
い
る
の
か
。

答　

現
在
は
各
課
を
ま

た
ぐ
統
一
的
な
地
図
情

報
ツ
ー
ル
が
な
く
、
ゼ

ン
リ
ン
地
図
や
個
別
に

作
成
し
た
紙
情
報
に
て

管
理
し
て
い
た
が
、
統

合
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
導
入
し

航
空
写
真
か
ら
作
成
し

た
地
図
を
ベ
ー
ス
と
す

る
こ
と
で
、
広
範
囲
な

業
務
お
よ
び
精
度
を
要

す
る
地
図
情
報
の
管
理

に
も
対
応
で
き
る
よ
う

に
な
る
。

問　

Ｄ
Ｘ
推
進
の
職

員
育
成
と
意
識
づ
け
は

ど
の
よ
う
に
し
て
い
る

か
。

答　

み
や
き
町
の
Ｄ
Ｘ

推
進
は
、
あ
り
た
い
姿

の
実
現
に
向
け
て
、
あ

ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て

デ
ジ
タ
ル
を
有
効
活
用

し
課
題
の
解
決
や
新
た

な
価
値
創
出
を
目
指
す

も
の
と
し
て
い
る
。

　

Ｄ
Ｘ
の
推
進
の
た
め

に
は
、
若
手
職
員
か
ら

Ｄ
Ｘ
推
進
の
進
行
状
況
は

Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
る

問答

長
なが

瀬
せ

　宣
のぶ

宏
ひろ

 議員

中原総合窓口

北茂安総合窓口

みやき庁舎

一
般
質
問

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
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問　

９
月
の
一
般
質
問

で
、
ふ
る
さ
と
寄
附
金

の
経
費
割
合
が
56
・
５

％
と
県
内
で
一
番
高
い

こ
と
で
、
50
％
以
内
に

収
め
る
よ
う
意
見
し
た
。

今
年
２
月
の
読
売
新
聞

記
事
で
、
50
％
を
超
え

て
い
る
自
治
体
に
総
務

省
が
警
告
書
を
送
っ
た

と
あ
る
。
全
国
で
３
つ

の
市
町
に
対
し
ふ
る
さ

と
寄
附
金
制
度
か
ら
除

外
し
た
と
の
こ
と
で
、

大
変
心
配
に
な
っ
た
が

問
題
は
な
い
か
。

　

家
具
の
産
地
問
題
で

ス
ト
ッ
プ
が
か
か
り
、

寄
附
額
が
伸
び
悩
ん
で

い
る
よ
う
だ
が
、
今
年

額
30
億
円
の
達
成
に
執

行
部
一
丸
と
な
り
努
力

し
て
い
く
。

問　

他
の
ス
ポ
ー
ツ
に

比
べ
女
子
サ
ッ
カ
ー
が
突

出
し
て
経
費
が
か
か
っ
て

い
る
。
当
初
ふ
る
さ
と

寄
附
金
を
充
て
に
し
事

業
を
進
め
ら
れ
た
と
思

う
が
、
寄
附
金
が
減
額

さ
れ
る
中
で
は
、
女
子

サ
ッ
カ
ー
事
業
を
見
直

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
は
女
子
サ
ッ
カ

ー
を
は
じ
め
、
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
た
地
域
振
興

を
目
指
す
組
織
で
も
あ

り
、
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
２
０
２

４
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

に
も
携
わ
っ
て
い
く
た

め
、
当
面
は
現
状
を
維

持
し
て
い
く
。

ふ
る
さ
と
寄
附
金
へ
の

　
　
　
　
　

規
制
強
化
の
影
響
は
な
い
か

総
務
省
よ
り
一
部
制
約
を
受
け

　
　
　
　
　

目
標
達
成
に
苦
慮
し
て
い
る

問答

大
おお

石
いし

　安
やす

弘
ひろ

 議員

答　

社
会
教
育
課
の
管

轄
で
は
、ク
ラ
ブ
数
22
ク

ラ
ブ
、会
員
数
２
５
４
人
。

会
員
の
会
費
と
町
の
補

助
金
と
し
て
約
80
万
円

の
助
成
を
し
て
い
る
。

　

女
子
サ
ッ
カ
ー
に
つ
い

て
は
、Ｕ
12
～
社
会
人
ま

で
39
名
。月
謝
は
合
計

で
年
約
３
０
０
万
円
。

依
頼
先
で
あ
る
ス
ポ
ー
ツ

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
へ
年
間
２

千
４
百
万
円
で
委
託
。

少
年
ス
ポ
ー
ツ
育
成
に

つ
い
て

令
和
５
年
度
町
内
保
育
所

の
受
け
入
れ
に
つ
い
て

度
の
回
復
見
込
み
は
あ

る
の
か
。

答　

総
務
省
か
ら
警
告

書
は
届
い
て
い
な
い
。

家
具
関
連
の
寄
附
額
は

メ
イ
ン
の
一
つ
で
も
あ

っ
た
の
で
、
大
き
な
痛

手
で
あ
る
。
返
礼
品
の

見
直
し
や
Ｐ
Ｒ
の
効
果

に
期
待
し
な
が
ら
取
り

組
ん
で
い
る
が
、
30
億

円
の
目
標
額
に
対
し
23

億
円
を
見
込
ん
で
い

る
。
経
費
割
合
に
つ
い

て
は
５
割
を
超
過
し
な

い
よ
う
新
返
礼
品
の
開

発
、
送
料
経
費
の
見
直

し
を
図
り
、
現
在
好
調

な
電
化
製
品
を
軸
と
し

て
、
５
年
度
寄
附
目
標

問　

昨
年
暮
れ
の
ジ
ュ

ニ
ア
バ
レ
ー
九
州
大
会

で
三
根
ジ
ュ
ニ
ア
が
見

事
３
位
入
賞
と
の
記
事

が
町
の
広
報
紙
に
掲
載

さ
れ
て
い
た
。

　

児
童
数
が
少
な
い
校

区
で
も
あ
り
驚
き
と
喜

び
も
ひ
と
し
お
だ
っ

た
。

　

と
こ
ろ
で
、
少
年
ス

ポ
ー
ツ
の
現
状
と
女
子

サ
ッ
カ
ー
の
現
状
に
つ

い
て
お
聞
き
す
る
。

問　

町
と
し
て
待
機
児

童
解
消
の
た
め
に
、
認

定
こ
ど
も
園
や
新
設
の

保
育
園
を
誘
致
し
、
施

設
整
備
補
助
を
さ
れ
て

い
る
が
、
５
年
度
入
所

希
望
者
の
状
況
は
い
か

が
か
。

答　

保
育
所
定
員
９

５
６
人
に
対
し
て
、
入

所
申
込
数
は
２
次
募
集

分
ま
で
含
め
て
８
９
８

人
。
定
員
に
余
裕
が
あ

る
も
の
の
、
保
育
士
確

保
が
で
き
な
い
た
め
に
、

ゼ
ロ
・
１
歳
児
で
10
名

程
度
の
待
機
児
童
が
発

生
す
る
見
込
み
。
潜
在

待
機
は
60
名
程
度
。

問　

保
育
士
確
保
の
た

め
に
ど
の
よ
う
な
支
援

を
行
っ
て
い
る
の
か
。

答　

養
育
支
援
金
、
奨

学
金
返
済
支
援
金
、
新

規
就
労
支
援
金
等
の
助

成
を
行
っ
て
い
る
。

三根ジュニアバレーボールクラブ

一
般
質
問

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
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武
たけ

田
だ

　光
みつ

邦
くに

 議員

問　

学
校
施
設
の
老
朽

化
の
現
状
に
つ
い
て
。

・
各
学
校
の
築
年
数
は

・
今
ま
で
に
ど
の
様
な

老
朽
化
対
策
を
行
っ
た

か・
今
後
の
生
徒
数
の
推

移
は

答　

三
根
中
を
除
き
43

年
か
ら
59
年
経
過
し
て

お
り
、
そ
の
間
ど
の
校

舎
も
屋
根
の
防
水
工
事

や
耐
震
化
工
事
を
実
施

し
て
い
る
が
、
電
気
・

ガ
ス
・
水
道
に
も
支
障

が
出
て
お
り
多
額
の
工

事
費
が
発
生
し
て
い

る
。
ま
た
生
徒
数
の
推

移
は
令
和
８
年
度
ま
で

増
加
傾
向
に
あ
る
。

問　

今
後
の
課
題
と
対

策
を
財
政
面
含
め
伺
う
。

答　

老
朽
化
に
伴
う
改

修
工
事
等
が
毎
年
発
生

し
、
児
童
生
徒
・
先
生
・

職
員
の
安
全
を
確
保
す

る
こ
と
が
待
っ
た
な
し

の
状
況
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

　

老
朽
化
し
た
施
設
を

効
率
的
か
つ
効
果
的
に

再
建
す
る
た
め
、
劣
化

調
査
を
行
い
現
状
を
把

握
分
析
す
る
必
要
が
あ

る
。

　

財
政
面
で
は
国
庫
補

助
等
の
特
定
財
源
の
確

保
、
償
還
金
に
対
す
る

交
付
税
措
置
な
ど
条
件

の
良
い
地
方
債
を
活
用

し
町
の
持
出
分
の
抑
制

に
努
め
た
い
。
ま
た
、

財
源
と
し
て
教
育
施
設

整
備
基
金
へ
の
積
立
の

実
施
で
、
令
和
５
年
度

末
の
残
高
を
約
３
億
５

千
９
百
万
円
と
見
込
ん

で
お
り
、
積
立
を
継
続

し
て
い
く
こ
と
で
将
来

に
備
え
、
町
財
源
の
安

定
的
な
運
営
に
努
め
て

い
き
た
い
。

問　

今
後
の
在
り
方
に

つ
い
て
教
育
長
の
考
え

を
伺
う
。

答　

児
童
・
生
徒
の
安

全
確
保
の
面
か
ら
喫
緊

の
課
題
と
し
て
認
識
し

て
お
り
、
既
に
教
育
委

員
会
内
で
こ
れ
ま
で
の

改
修
工
事
等
の
経
緯
や

補
助
金
等
の
調
査
を
行

っ
て
い
る
。
ま
ず
は
校

舎
の
現
状
を
調
査
把
握

し
、
改
修
か
建
て
替
え

か
を
判
断
し
、
整
備
計

画
を
立
案
す
る
必
要
が

あ
り
、
今
後
、
町
当
局

に
正
確
な
情
報
を
提
供

し
、
十
分
に
協
議
を
重

ね
、
教
育
効
果
も
含
め

て
総
合
的
に
判
断
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

問　

昨
年
の
新
聞
紙
上

で
県
内
女
性
の
健
康
寿

命
が
全
国
で
ト
ッ
プ
だ

っ
た
と
報
道
さ
れ
た
。

そ
こ
で
①
健
康
寿
命
の

定
義
と
は
何
か
。
②
算

出
方
法
は
。
③
平
均
寿

命
と
健
康
寿
命
の
関
係

性
は
ど
う
か
を
伺
う
。

答　

①
は
人
が
生
き
て

い
る
期
間
の
う
ち
健
康

で
あ
る
期
間
の
平
均
値
。

②
の
一
つ
目
は
介
護
台

帳
の
要
介
護
２
以
上
を

不
健
康
と
定
義
し
算
出

さ
れ
た
指
標
。
二
つ
目

は
３
年
に
一
度
の
調
査

で
、
健
康
上
の
問
題
で

学
校
施
設
の
老
朽
化
対
策
に
つ
い
て

改
修
工
事
の
経
緯
や
補
助
金
の
調
査
を
実
施

生
活
に
影
響
が
あ
る
人

を
サ
リ
バ
ン
法
で
算
出

し
た
も
の
。
③
二
つ
の

指
標
の
差
を
縮
め
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

問　

今
後
、健
康
寿
命

を
延
ば
す
取
り
組
み
は
。

答　

健
康
寿
命
延
伸

プ
ラ
ン
は
、
①
全
て
の

人
の
健
や
か
な
生
活
習

慣
形
成
②
疾
病
予
防
・

重
症
化
予
防
③
介
護
予

防
・
フ
レ
イ
ル
対
策
・

認
知
症
予
防
に
取
り
組

み
推
進
す
る
、
と
な
っ

て
い
る
。
各
関
係
部
署

に
お
い
て
も
健
幸
大

学
、
百
歳
体
操
等
の
継

続
・
実
施
を
行
い
健
康

寿
命
の
延
伸
を
図
る
。

問答

健
康
寿
命
に
つ
い
て

北茂安小学校

いきいき百歳体操

一
般
質
問

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
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益
ます

田
だ

　　清
きよし

 議員

問　

令
和
３
年
５
月

に
Ｂ
＆
Ｇ
温
水
プ
ー
ル

が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た

が
、
表
層
塗
装
の
剥
離

が
生
じ
手
直
し
が
行
わ

れ
た
。

　

し
か
し
そ
れ
以
降
も

こ
の
よ
う
な
状
態
が
見

ら
れ
、
今
年
春
先
以
降

に
再
々
補
修
を
行
う
予

定
。
缶
体
そ
の
も
の
の

損
傷
検
査
が
必
要
で

は
。

答　

プ
ー
ル
は
竣
工
し

35
年
経
過
。そ
の
都
度
、

修
繕
・
改
修
工
事
を
行

っ
て
き
て
お
り
、
今
後

の
管
理
に
も
期
待
に
沿

え
る
よ
う
努
め
て
い

く
。

入
居
に
つ
い
て
は
建
設

過
程
で
部
屋
の
レ
イ
ア

ウ
ト
が
変
わ
っ
て
無
理

し
た
部
分
も
あ
る
。
契

約
に
基
づ
き
履
行
さ
れ

る
が
、
非
営
利
の
入
居

者
が
継
続
的
に
借
用
さ

れ
る
か
心
配
さ
れ
る
。

　

空
き
テ
ナ
ン
ト
に
つ

い
て
は
不
動
産
広
告
業

者
を
使
っ
た
り
、
関
心

が
あ
る
企
業
に
積
極
的

に
誘
致
し
て
い
き
た

い
。

　

今
後
、
根
本
議
論
も

含
め
検
討
し
た
い
。

◦
貸
し
付
け
、
ま
た
は

使
用
許
可
に
よ
り
公
共

性
・
公
益
性
を
損
な
う

お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
に

つ
い
て
は
で
き
な
い

と
し
て
い
る
。
テ
ナ
ン

ト
と
い
う
言
葉
は
存
在

し
な
い
。
す
で
に
運
用

し
て
い
る
が
検
証
を
求

め
ら
れ
る
。

答　

公
共
の
施
設
と
し

て
町
設
置
条
例
は
つ
く

ら
れ
て
い
る
。
ど
ん
な

こ
と
を
行
う
か
明
示
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
条
例

の
中
に
テ
ナ
ン
ト
と
い

う
条
文
が
入
っ
て
い
る
。

指
摘
さ
れ
た
目
的
外
使

用
と
は
ち
ょ
っ
と
違
う

よ
う
に
思
っ
て
い
る
。

「
き
ゃ
ん
ど
る
ハ
ー
ト
」

「
健
康
教
室
（
県
Ｃ
Ｓ

Ｏ
）」
等
が
あ
る
が
、
賃

料
は
委
託
料
・
補
助
金

ア
ッ
プ
な
ど
町
の
負
担
、

住
民
負
担
に
直
接
つ
な

が
っ
て
く
る
の
で
は
な

い
か
。
見
直
し
は
。

答　

当
時
減
免
が
先
行
。

温
水
プ
ー
ル
再
度
の
休
館
へ

　
　
　
　
　

缶
体
自
体
の
損
傷
調
査
を

検
証
し
剥
離
解
消
へ
努
め
て
い
く

問答

問　

入
居
し
て
い
る
事

業
所
の
テ
ナ
ン
ト
料
は

５
年
は
一
律
半
額
、
６

年
か
ら
は
契
約
通
り
減

免
な
し
で
徴
収
。
令
和

５
年
度
を
も
っ
て
２
社

が
退
去
し
空
き
室
、
非

営
利
団
体
は
「
障
が
い

者
就
労
支
援
ら
し
く
」

メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
設
置
の

法
的
根
拠
と
運
用
に
つ
い
て

問　

メ
デ
ィ
カ
ル
セ

ン
タ
ー
の
建
設
費
返
済

額
は
今
年
度
８
千
百
万

円
。
大
幅
な
赤
字
で
見

通
し
が
深
刻
な
状
況
だ
。

　

そ
も
そ
も
計
画
段
階

か
ら
法
に
抵
触
し
て
い

な
か
っ
た
か
。
地
方
自

治
法
第
２
３
８
条
の
４

は
「
行
政
財
産
の
管
理

及
び
処
分
」
を
規
定
。

町
民
の
財
産
や
税
金
の

使
途
は
、

◦
特
定
の
個
人
・
団
体
・

企
業
の
活
動
を
行
政
の

中
立
性
を
阻
害
し
て
支

援
す
る
こ
と

メディカルセンターセンター

入居事業所（テナント面積）

【非営利団体】

・A団体（125.0㎡）

・B団体（80.0㎡）

【営利団体】

・C団体（88.4㎡）

・D会社（85.0㎡）

・E会社（50㎡）

・（株）通販王国

・シミックソリューションズ（株）

　

R3年6月オープン時19事業

所から現在17事業所に

※R 3 ～ 4年度は入居状況に

応じ５・７・９割減免　

※R 5年度は半額料金

※R 6年度は減免なし

令和5年度

年間賃借料

(テナント料)

約156万円

約100万円

約110万円

約106万円

R3 ～空き室

　空き室

　空き室

（1㎡＝

 24,916円）

賃借料1/2

減免でトー

タ ル2,230

万円見込む

一
般
質
問

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
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問　

紙
類
の
リ
サ
イ

ク
ル
ご
み
の
出
し
方
に

つ
い
て
「
も
っ
と
簡
単

に
分
別
し
て
排
出
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
か
。」

と
の
声
を
聞
い
た
。
チ

ョ
コ
レ
ー
ト
や
ク
ッ
キ

ー
・
キ
ャ
ラ
メ
ル
等
の

小
さ
な
お
菓
子
の
箱
や

シ
チ
ュ
ー
や
カ
レ
ー
の

ル
ー
の
箱
は
紙
ご
み
と

し
て
リ
サ
イ
ク
ル
で
き

る
。
本
町
の
ご
み
出
し

ガ
イ
ド
に
は
資
源
物
の

紙
類
に
つ
い
て
は
「
出

し
方
と
し
て
、
雑
誌
な

ど
の
間
に
は
さ
ん
で
出

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。」

と
あ
る
が
、
こ
の
書
き

方
だ
と
雑
誌
の
間
に
挟

ま
な
け
れ
ば
出
せ
な
い

よ
う
に
も
感
じ
ら
れ

る
。
も
っ
と
簡
単
に
出

す
こ
と
が
で
き
な
い
か

伺
う
。

答　

紙
ご
み
に
つ
い

て
は
、
一
般
廃
棄
物
の

う
ち
、
２
割
程
度
占
め

て
い
る
。
自
治
体
で
は

資
源
物
と
し
て
収
集
運

搬
が
す
す
め
ら
れ
て
い

る
。
質
問
の
紙
資
源

は
、
雑
誌
等
雑
紙
と
し

紙
リ
サ
イ
ク
ル
を
簡
単
な
出
し
方
に
！

紙
袋
に
入
れ
て
の
排
出
も
可
能
！

問答

目
め

野
の

さとみ 議員

て
処
理
を
さ
れ
て
い

る
。
紙
資
源
の
排
出
方

法
は
、
底
が
抜
け
な
い

よ
う
に
し
て
、
収
集
運

搬
の
際
に
散
ら
ば
ら
な

い
よ
う
に
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
、
紙
袋
に
入
れ

て
の
排
出
等
も
可
能
で

あ
る
。

問　

し
か
し
、現
在
の

ご
み
出
し
ガ
イ
ド
に
は

雑
紙
の
出
し
方
と
し

て
、「
紙
袋
に
入
れ
て

等
を
行
い
対
応
し
て
い

く
。
令
和
６
年
度
か
ら

は
、
新
た
に
２
市
３
町

の
枠
組
み
で
の
ご
み
処

理
が
始
ま
り
、
排
出
基

準
が
変
わ
る
可
能
性
も

あ
る
。
そ
の
場
合
、
ガ

イ
ド
本
を
新
た
に
作
成

す
る
必
要
が
あ
る
。
そ

の
際
、
今
回
の
件
も
含

め
、
可
能
な
限
り
簡
素

で
分
か
り
や
す
い
ガ
イ

ド
作
成
に
努
め
る
。
ま

た
、
町
の
広
報
に
お
い

て
周
知
す
る
方
向
で
進

め
る
。

書
か
な
い
窓
口

シ
ス
テ
ム
の
導
入
を

方
は
分
か
ら
な
い
。
も

っ
と
わ
か
り
や
す
い
言

葉
で
書
く
べ
き
だ
。
他

の
資
源
物
の
出
し
方
で

も
同
じ
様
な
こ
と
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。
分

別
ガ
イ
ド
へ
具
体
的
に

分
か
り
や
す
い
言
葉
へ

の
書
き
替
え
を
考
え
て

い
る
の
か
。ま
た
、そ
の

こ
と
を
住
民
の
方
に
お

知
ら
せ
す
る
必
要
が
あ

る
。
周
知
の
方
法
を
伺

う
。

答　

令
和
５
年
度
予
算

に
て
ゴ
ミ
分
別
ガ
イ
ド

の
外
国
語
版
の
作
成
費

用
を
計
上
し
て
い
る
。

予
算
承
認
い
た
だ
き
ま

し
た
ら
、
文
言
の
精
査

問　

住
民
が
提
示
し

た
身
分
証
明
書
に
基
づ

き
、
職
員
が
氏
名
や
生

年
月
日
と
い
っ
た
個
人

情
報
を
確
認
し
て
書
類

を
作
成
し
、
住
民
が
書

類
の
記
載
内
容
を
確
認

し
た
上
で
署
名
す
る
だ

け
と
い
う
シ
ス
テ
ム
。

本
町
は
「
書
か
な
い
窓

口
シ
ス
テ
ム
」
導
入
の

考
え
は
な
い
か
伺
う
。

答　

書
か
な
い
窓
口
シ

ス
テ
ム
導
入
に
よ
り
住

民
の
方
の
申
請
書
等
の

記
入
の
負
担
が
軽
減
さ

れ
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
が
実
現
で
き
る
と

考
え
る
。
今
後
、
時
間

短
縮
、
人
員
削
減
の
効

果
の
検
証
を
行
い
国
や

近
隣
市
町
の
動
向
を
注

視
し
て
い
く
。

良
い
と
か
、
散
ら

ば
ら
な
い
よ
う
に

出
し
て
下
さ
い
。」

と
い
う
よ
う
な

こ
と
は
書
か
れ
て

い
な
い
。
今
の
ま

ま
で
は
、
住
民
の

リサイクルマーク

一
般
質
問

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
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問　

何
の
た
め
の
合

併
で
あ
っ
た
の
か
。
み

や
き
町
は
普
通
地
方
交

付
税
の
交
付
団
体
で
あ

る
。
い
わ
ゆ
る
財
源
が

足
ら
な
い
団
体
で
あ

る
。
こ
の
18
年
間
、
合

併
特
例
債
と
ふ
る
さ
と

寄
附
金
に
よ
っ
て
豊
か

な
行
財
政
運
営
を
や
っ

て
き
た
。
し
か
し
現
状

の
町
の
姿
と
財
政
状
況

を
分
析
す
る
と
、
ベ
タ

ー
な
行
政
運
営
で
あ
っ

た
の
か
は
疑
問
符
が
つ

く
。
そ
こ
で
次
の
５
点

に
つ
い
て
見
解
を
伺

う
。

㈠
ソ
フ
ト
行
政
に
お
い

て
、
国
の
交
付
税
の
基

準
で
あ
る
基
準
財
政
需

要
額
を
大
幅
に
超
え
た

過
剰
サ
ー
ビ
ス
が
行
わ

れ
て
い
な
い
か
。

答　

現
在
、
ふ
る
さ

と
寄
附
金
基
金
を
は
じ

め
、
特
定
目
的
基
金
を

財
源
と
し
て
有
効
活
用

す
る
こ
と
で
、
多
く
の

事
業
を
実
施
し
て
い

る
。
今
後
は
、
基
金
の

目
的
に
沿
っ
た
事
業
の

財
源
と
し
て
活
用
し
つ

つ
、
一
方
で
計
画
的
な

積
立
て
を
行
い
、
あ
わ

せ
て
、
既
存
事
業
の
必

要
性
、
効
果
の
検
証
、

受
益
者
負
担
の
適
正
化

な
ど
中
長
期
に
わ
た
る

安
定
し
た
健
全
な
財
政

問　

㈣
経
常
収
支
比
率

の
見
方
に
つ
い
て
財
政

担
当
と
私
見
に
相
違
が

あ
る
。
監
査
委
員
の
意

見
書
に
も
あ
る
ふ
る
さ

と
寄
附
金
と
の
関
係
の

見
解
を
伺
う
。

答　

令
和
３
年
度
決

算
で
は
経
常
経
費
へ
の

充
当
額
は
３
億
３
千
６

百
万
円
と
縮
小
し
て
い

る
。
今
後
も
財
政
構
造

改
善
に
努
力
す
る
。

問　

㈤
一
般
財
源
収
入

確
保
対
策
を
伺
う
。

答　

町
予
算
と
基
準
財

政
収
入
額
の
見
込
額
は

試
算
で
は
同
程
度
で
あ

る
。
税
の
徴
収
に
つ
い

て
は
厳
正
な
滞
納
整
理

を
実
施
す
る
こ
と
に
よ

り
、
税
の
公
平
性
を
実

現
し
、
歳
入
の
確
保
に

努
め
る
。

運
営
に
努
め
て
い
き
た

い
。

問　

㈡
ハ
ー
ド
行
政

に
お
い
て
、
合
併
時
の

ま
ま
で
整
理
統
合
や
ス

リ
ム
化
な
ど
が
実
施
さ

れ
ず
、
将
来
に
わ
た
っ

て
維
持
管
理
等
が
増
大

す
る
構
造
に
な
っ
て
い

る
。

　

今
後
、
小
中
学
校
や

他
の
公
共
施
設
の
改

築
、
公
共
イ
ン
フ
ラ
の

再
構
築
や
長
寿
命
化
、

広
域
ご
み
処
理
施
設
の

移
転
問
題
、
一
部
事
務

組
合
の
負
担
金
、
町
単

独
事
業
等
、
課
題
が
山

積
し
て
い
る
。
中
長
期

の
財
政
計
画
を
し
っ
か

り
と
示
す
べ
き
で
あ
る

と
考
え
る
。
見
解
を
伺

う
。

答　

令
和
元
年
度
、
み

や
き
町
公
共
施
設
等
個

別
施
設
計
画
を
策
定
し

施
設
ご
と
の
具
体
的
な

対
応
方
針
を
定
め
た
。

今
後
も
長
寿
命
化
と
合

わ
せ
、
住
民
生
活
に
急

激
な
影
響
を
及
ぼ
さ
な

い
よ
う
配
慮
し
つ
つ
、

地
域
の
実
情
を
考
慮
し

施
設
の
更
新
、
集
合
化

や
複
合
化
、
廃
止
等
も

必
要
に
応
じ
検
討
し
、

基
金
、
大
規
模
改
修
や

長
寿
命
化
に
関
す
る

国
・
県
の
補
助
金
制
度
、

地
方
債
を
活
用
し
な
が

ら
道
路
や
橋
な
ど
イ
ン

フ
ラ
設
備
も
含
め
た
ハ

ー
ド
全
体
の
維
持
管
理

経
費
の
縮
減
を
図
っ
て

い
く
。

問　

㈢
基
準
財
政
収
入

額
と
基
準
財
政
需
要
額

に
基
づ
い
た
５
年
度
予

算
に
な
っ
て
い
る
か
。

答　

基
準
財
政
需
要
額

見
込
み
に
対
し
、
一
般

財
源
総
額
が
21
％
上
回

っ
て
い
る
。
主
な
も
の

は
ご
み
処
理
施
設
建
設

負
担
金
と
町
単
独
補
助

事
業
の
農
業
行
政
費
で

あ
り
、
他
は
概
ね
適
正

な
一
般
財
源
の
額
と
な

っ
て
い
る
。

合
併
後
の
現
状
と
財
政
運
営

効
果
の
検
証
と
財
政
構
造
の
改
善
を
図
る

問答

平
ひら

野
の

　達
たつ

矢
や

 議員

一
般
質
問

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
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問　

過
去
の
一
般
質
問

で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
が
、
町
内
に
小
児

科
専
門
医
院
が
な
く
、

近
隣
の
市
町
の
小
児
科

が
受
け
皿
と
な
っ
て
い

る
。
町
外
か
ら
の
転
入

者
も
増
え
て
き
て
お

り
、
そ
れ
に
伴
い
子
ど

も
の
数
も
増
え
て
い
る

と
思
う
が
、
小
児
科
の

受
診
対
象
と
な
る
15
歳

以
下
の
子
ど
も
の
人
口

の
推
移
お
よ
び
町
内
の

小
児
医
療
の
現
状
は
ど

う
か
。

答　

直
近
５
年
間
で

15
歳
以
下
の
子
ど
も
の

数
は
３
６
１
人
増
加
し

て
い
る
。
町
内
の
小
児

医
療
に
つ
い
て
は
４
つ

の
医
療
機
関
が
小
児
科

を
標ひ
ょ
う
ぼ
う榜
し
て
お
り
、
小

児
医
療
に
対
応
し
て
い

る
。
ま
た
夜
間
の
小
児

科
外
来
に
つ
い
て
は
久

留
米
市
の
聖
マ
リ
ア
病

院
の
小
児
科
で
対
応
し

て
い
る
。
現
状
と
し
て

医
師
会
の
意
見
も
尊
重

し
な
が
ら
開
設
に
関
す

る
御
意
見
や
動
き
が
あ

れ
ば
積
極
的
に
連
携
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

問　

小
児
科
を
標ひ

ょ
う
ぼ
う榜

し
て
い
る
内
科
で
子
ど

も
を
診
て
頂
く
こ
と
が

出
来
る
の
は
承
知
し
て

い
る
が
、
一
方
、
小
児

科
専
門
医
で
な
け
れ
ば

出
来
な
い
検
査
や
小
児

科
専
門
医
に
診
て
も
ら

っ
た
方
が
い
い
症
例
も

っ
て
子
育
て
世
代
が
増

え
る
中
、
ア
レ
ル
ギ
ー

や
低
身
長
な
ど
小
児
科

専
門
医
な
ら
で
は
の
診

療
を
必
要
と
す
る
子
ど

も
達
も
増
え
て
き
て
い

る
こ
と
も
認
識
し
て
い

る
。
補
助
金
に
つ
い
て

も
誘
致
に
努
力
す
る
と

い
う
と
こ
ろ
で
真
剣
に

検
討
を
進
め
て
行
き
た

い
。
ま
た
一
方
で
大
き

な
総
合
病
院
を
持
つ
医

療
法
人
の
関
係
者
の
方

や
建
築
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
の
方
な
ど
に
は
、
独

立
さ
れ
る
よ
う
な
小
児

科
医
の
先
生
が
お
ら
れ

た
ら
、
ぜ
ひ
み
や
き
町

に
紹
介
頂
き
た
い
、
と

い
う
声
か
け
を
す
で
に

複
数
行
っ
て
い
る
。
そ

う
い
っ
た
努
力
も
継
続

し
な
が
ら
、
新
し
い
制

度
の
取
り
入
れ
も
検
討

し
て
い
き
た
い
。「
子

育
て
す
る
な
ら
み
や
き

町
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ

ン
を
継
続
で
き
る
よ
う

に
努
力
し
て
い
く
。

あ
る
か
と
思
う
。
そ
こ

で
、
他
の
自
治
体
で
小

児
科
誘
致
に
成
功
し
た

事
例
が
無
い
か
調
べ
て

み
た
。
愛
媛
県
の
伊
予

市
で
は
市
内
に
唯
一
あ

っ
た
小
児
科
が
令
和
３

年
の
夏
に
閉
院
す
る
こ

と
に
な
り
、
市
民
か
ら

小
児
科
の
誘
致
を
要
望

す
る
声
が
あ
が
っ
た
。

伊
予
市
と
議
会
は
「
小

児
科
新
規
開
業
促
進
事

業
補
助
金(

上
限
４
千

万
円)

」
を
創
設
し
小

児
科
の
誘
致
を
進
め
、

令
和
５
年
５
月
開
業
す

る
小
児
科
の
新
規
誘
致

に
成
功
し
た
。
み
や
き

町
で
も
同
様
の
施
策
を

行
う
こ
と
は
で
き
な
い

か
。

答　

現
在
、
企
業
の
誘

致
に
お
い
て
は
補
助
金

の
交
付
を
行
っ
て
い
る

が
、
医
療
機
関
は
対
象

外
と
な
っ
て
い
る
。
現

状
と
し
て
、
病
院
の
開

業
に
向
け
た
相
談
が
あ

っ
た
際
は
土
地
な
ど
の

紹
介
を
し
て
協
力
し
て

き
た
。
し
か
し
な
が
ら

全
国
的
に
医
療
機
関
の

開
業
時
に
お
け
る
優
遇

措
置
を
行
っ
て
い
る
自

治
体
も
あ
る
の
で
今
後

は
そ
う
い
っ
た
事
例
を

参
考
に
し
調
査
研
究
を

進
め
て
い
き
た
い
。

問　

小
児
科
の
誘
致
は

今
の
子
ど
も
た
ち
の
た

め
で
も
あ
る
し
、
そ
の

子
ど
も
た
ち
が
将
来
大

人
に
な
っ
て
結
婚
し
て

子
ど
も
を
持
つ
親
に
な

り
、
そ
の
子
ど
も
た
ち

が
ま
た
小
児
科
で
受
診

で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
で
も
あ
る
。
み
や
き

町
で
生
ま
れ
育
っ
た
子

ど
も
た
ち
が
、み
や
き

町
で
子
育
て
し
た
い
、

こ
の
町
で
ず
っ
と
暮
ら

し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
頂
け
る
よ
う
な
町
づ

く
り
を
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
だ
と
考
え
て
い

る
が
。

答　

子
ど
も
の
健
康
を

守
り
全
て
の
家
庭
が
安

心
し
て
子
育
て
を
し
て

い
く
た
め
に
、
小
児
医

療
の
充
実
が
重
要
で
あ

る
こ
と
は
十
分
認
識
し

て
い
る
。「
子
育
て
支

援
の
ま
ち
宣
言
」
を
行

み
や
き
町
に
小
児
科
の
誘
致
を

誘
致
に
努
力
す
る
。真
剣
に
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い

問答

西
にし

村
むら

健
けん

一
いち

郎
ろう

 議員

一
般
質
問

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
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産業建設常任委員会�産業建設常任委員会�でで�行政視察��行政視察�に行ってきましたに行ってきました

「移住促進施策の取り組み」
（農地付き空き家の取り組みなど）

「鳥獣被害対策の取り組み」

▽宍粟市の現状

　合併当時、45,700人ほどあった人口

は、毎年約500 ～ 600人減少しており、

人口減少、少子高齢化による様々な問題

があり、危機感の一つに、空き家と遊休

農地の増加があった。

▽丹波篠山市の現状

　兵庫県の中東部に位置し、基幹産業は農業。

特産に丹波の黒豆・栗・松茸などがある。

　休耕田の増加と狩猟機会の減少で、野生生

物が出没しやすい環境に変化。被害が出やす

い状況になっている。

▽ハード面の対策

　集落柵・電気柵などによる防御

▽ソフト面の対策

　個体数管理、集落支援員などの住民参画

　講習会を受けた市民に「捕獲従事者証」を交付

▽被害対策3つの基本

１．有害鳥獣に農作物を食べさせない

　☞対策1：農地をしっかり防御

２．有害鳥獣を減らす

　☞対策2：個体数の管理

３．他人任せにしない

　☞対策3：できることは自分でやる（住民参画）

※平成29年度、農林水産大臣賞受賞

　（鳥獣被害対策優良活動表彰として）

▽今後の課題

　生産者（農家）と捕獲者（猟師）が減少・

高齢化している。多彩な人材が獣害対策に携

わり、前向きに取り組んでいくことが大切と

考える。

▽宍粟市の取り組み

農地付き空き家

　「農ある暮らし」を求める移住希望者の

増加もあり、空き家と農地をセットにし

たバンク制度を創設。

（自然菜園カフェや喫茶店）

はじめての企業を支援

・市内での新たな起業者に店舗の改装な

どで最大100万円助成（市外からの移

住者は150万円）

・雇用助成（３年間）

　　社会保険被保険者一人50万円

　　雇用保険被保険者一人30万円

新規就農・定住促進事業補助金

　55歳以下の方の農機購入・リース・施

設設備等に最大100万円助成

令和５年２月７日～９日

【兵庫県宍
しそう

粟市】 【兵庫県丹
たん

波
ば

篠
ささ

山
やま

市】

視察参加者
委員長　牟田　秀文
委　員　古賀　　通
委　員　平野　達矢
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◎
広
報
編
集
委
員
会

委
員
長　
　

平
野　

達
矢

副
委
員
長　

西
村
健
一
郎

委　

員　
　

末
次　
　

優

委　

員　
　

長
瀬　

宣
宏

委　

員　
　

吉
村　

哲
雄

委　

員　
　

武
田　

光
邦

編

集

後

記

　

広
報
を
担
当
し
て
一
年
が
経
ち
ま

し
た
。
長
か
っ
た
コ
ロ
ナ
感
染
対
策

の
制
限
も
徐
々
に
解
除
さ
れ
、
久
し

ぶ
り
に
、
マ
ス
ク
着
用
義
務
が
緩
和

さ
れ
た
卒
業
式
や
入
学

式
と
な
っ
た
こ
と
は
嬉

し
い
こ
と
で
す
。

　

今
年
度
も
、
同
じ
メ
ン
バ
ー
で
広

報
づ
く
り
に
励
み
ま
す
。
議
員
一
人

一
人
が
様
々
な
問
題
や
環
境
の
改
善

に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
活
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
頑
張
る
姿
を

伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
皆
様
、
一
年
間
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
！�

（
吉
）

発行／佐賀県みやき町議会　編集／議会広報編集委員会
〒849-0101　佐賀県三養基郡みやき町大字原古賀1043　TEL�0942-94-5728

　

　

　

全
４
回
に
わ
た
っ
て
議
員
の
横
顔
に
迫
り
ま
す
！

最
終
回
は
表
紙
の
３
名
で
す
。

次回　定例会（６月）午前９時30分　開会

　 会期予定    ６月６日（火）～ 15日（木）

　 一般質問    ８日（木）、９日（金）、12日（月）

※この会期日程等は予定であり、変更となる場合があります。
　最新の日程は、みやき町ホームページまたは議会事務局（94-5728）でご確認ください。

議
席
番
号
10
番　

古
賀　

通�

議
員

議
席
番
号
９
番　

牟
田�

秀
文�

議
員

議席番号14番

平野�達矢�議員
Ｑ
．
趣
味
は
？

Ａ
．
家
庭
菜
園
。
読
書
。

Ｑ
．
大
切
に
し
て
い
る
も
の
は
？

Ａ
．
佐
賀
県
遺
族
会
理
事
と
し

て
、
戦
没
者
の
顕
彰
と
遺
族

会
の
平
和
活
動
。

Ｑ
．
座
右
の
銘
は
？

Ａ
．

　

あ
ら
ゆ
る
こ
と
は
天
と
人
間

に
起
因
す
る
、
誠
に
す
べ
て

を
か
け
る
と
天
に
も
通
じ
る
。

Ｑ
．
趣
味
は
？

Ａ
．
11
～
12
月
に
か
け

て
市
原
蓮
根
掘
で

レ
ン
コ
ン
を
取
る

こ
と
。
海
釣
り
。

Ｑ
．
特
技
は
？

Ａ
．
西
日
本
鉄
道
KK
勤

務
時
代
、
相
撲
部
で

ア
マ
チ
ュ
ア
２
段
。

Ｑ
．
好
き
な
言
葉
は
？

Ａ
．
天
に
星
、地
に
花
、

人
に
愛
。

Ｑ．趣味は？　
Ａ．野菜作り
Ｑ．大切にしているものは？
Ａ．友人
Ｑ．議員以外の仕事は？　
Ａ．花屋さん
Ｑ．若い頃の夢は？
Ａ．弁護士
Ｑ．好きな食べ物は？
Ａ．お酒から始まりケーキ
　　まで
Ｑ．子供、孫は何人？
Ａ．子供男４人、孫女５人

議
員
の
横
顔

今
年
度
も

私
た
ち
広
報
委
員
が

お
届
け
し
ま
す


